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豊岡市但東町 との連携調査
2004年10月に襲来した平成14年台風23号に伴う
水害によって､兵庫県北部円山川沿岸 ･京都府北
部由良川沿岸に甚大な被害がもたらされたが､円
山川支流出石川の上流域に当る兵庫県出石郡但東
町 (2005年4月に豊岡市と合併､ ｢豊岡市但鹿
町｣となる)においても､谷筋における土石流被
害などが頻発し､大きな被害となった｡歴史資料
ネットワークは､2004年11月6日この但東町-の
現地被害調査に赴き､日本･モンゴル民族博物館
の多大なご協力を得て､主な被災地区を巡回､文
献資料の被害状況を実見した (昨年度報告書参
鰭)｡しかし､時間の都合でこの時の調査の対象
にならなかった地区に､但東町西部出石川沿岸の
矢根地区があった｡この地域も出石川の氾濫によ
る床上 ･床下浸水を受けた家が多かったが､その
中に､大石武兵衛家 (現当主 ･俊彦氏)があっ
た｡同家は､同地区内の大石藤兵衛家とともに但
馬でも指折りの大地主として古くから知られてい
た｡しかし､その所蔵史料の調査は､これまでそ
の存在有無も含めてほとんどなされていなかっ
た｡
この大石家-の調査が､昨年度の2005年2月13
日に建築物を中心として実現した｡これは同家の
当主俊彦氏が､台風23号に被災後､日本 ･モンゴ
ル民族博物館を訪問され､但東町-の家屋の移築
寄贈を申し出られたことに関わって､モン博との
連携のもと神大が調査に赴くことになったもので
あった｡その際当主の立会いが実現しなかったた
め文献資料の調査ができなかったが､建物は同行
した神大工学部足立裕司教授の見立てにより近代
和風建築がしっかりと残っている貴重なものとい
う所見を得､その後に行なわれた会議では但東町
長も交えて同家住宅の県指定登録を目指すことが
決定している｡
その後､足立研究室により現地調査がなされた
際､現在神戸市内に在住されている現当主俊彦氏
立会いのもと､土蔵が空けられ中から相当数の文
献資料が見出されたとのことである (本センター
は立ち会っていないため詳細不明)｡ただ残念な
ことに､このとき､新出史料のばあい当然なされ
るべき現状記録調査がなされないまま､一部の史
料の抜き取りおよび持ち出しがなされた模様で､
足立研究室には持ち出された文献資料をできるか
ぎり "原"状に近い状態に戻されることを求める
ものである｡
今年度にはいり2005年12月20日に､大石家当主
ご夫妻と但東町から事務を引き継がれた豊岡市教
委 ･松井敬代氏が来学され､工学部､および文学
部でそれぞれ今後の調査について協議の場がもた
れた｡所蔵文書については､来年度の4月以降に
は調査を始めたい旨を本センターとして申し入
れ､当主大石俊彦氏より快諾をいただいた｡ま
た､豊岡市教委とも連携を密にし､この調査を進
めてゆきたいと考えている｡
(文責 ･木村修二)
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